
まちからの大切なお知らせI n f o r m a t i o n

問 戸籍年金係（127）町民課

国民年金に関するお知らせ
●年金を増やしたいときは…　 
その１．付加保険料を納付する　
　定額保険料に、国民年金の第１号被保険者や任意加入被保険者の方が、付加保険料（月額400円）
を上乗せして納めることで、受給する年金額を増やすことができます。（「200円×付加保険料を納め
た月数」が年金の年額に加算されます。）
　※�保険料免除・納付猶予の承認を受けている方や 

国民年金基金に加入中の方は加入できません。

その２．免除等の期間の年金保険料を納付（追納）する
　国民年金保険料の免除、納付猶予、学生納付特例を受けた方が、本人の申し出により、免除や猶予
された保険料の全部または一部を10年前までさかのぼって納付することができるので、将来の老齢
基礎年金の年金額を増やすことができます。
※�一部免除を受けた期間は、納付すべき一部保険料が納付されていなければ追納することはできませ

ん。また、追納した保険料は社会保険料控除の対象となります。

その３．60歳以降の任意加入をする
　60歳までに老齢基礎年金の受給資格を満たしていない場合や、40年の納付済期間がないため老齢
基礎年金を満額受給できない場合などで年金額の増額を希望するときは、60歳以降でも国民年金に
任意加入することができます。（厚生年金保険、共済組合等加入者を除く）
　ただし、申出のあった月からの加入となり、遡って加入することはできません。（60歳の誕生日の
前日より任意加入の手続きをすることができます。）加入できるのは65歳までです。

その４．繰下げ受給を選択する
　老齢基礎（厚生）年金は、65歳で受け取らずに66歳以後75歳まで※の間で繰り下げて増額した年金
を受け取ることができます。繰り下げた期間によって年金額が増額され、その増額率は一生変わりま
せん。なお、老齢基礎年金と老齢厚生年金は別々に繰り下げすることができます。
※�昭和27年4月1日以前生まれの方（または平成29年3月31日以前に老齢基礎（厚生）年金を受け取る

権利が発生している方）は、繰下げの上限年齢が70歳（権利が発生してから5年後）までとなります。

詳しくは、日本年金機構ホームページをご覧ください。
日本年金機構ホームページ　　https://www.nenkin.go.jp

【お問い合わせ先】
　�鹿屋年金事務所　☎0994-42-5121（音声ダイヤル①を押した後、②） 

大崎町役場　町民課　☎476-1111（内線127）

付加保険料を納めた分は、
受給２年以上でプラスに！
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